






  昨年度の本会議において、妊産婦死亡の実態を把握するにあたっては、産婦人科医療施

設のみならず救命救急センタ-等の医療機関においても調査すべきではとの問題提起をし

た。すなわち、自宅、診療所で異常の発生をみ、心肺停止(CPA) など極めて重症のものが

救命救急センターへ搬送され、産婦人科医が関わること無く死亡してしまう症例の存在が

示唆されたわけである。そこで今回、厚生省健康政策局指導課に登録されている全国 128

救命救急センタ-施設(添付資料参照)にアンケートを送付し、過去 10 年間の妊産婦死亡に

関する調査を依頼し、その報告例において検討を加えた。送付したアンケートは分担研究

者より配布された妊産婦死亡要約表を用いるとともに、第 9 回修正国際疾病分類(ICD-9)

の定義および勧告を同封し救命救急センター勤務の他科の先生方の妊産婦死亡への理解を

図った。


